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研究成果の概要（和文）：この研究は、フランスのロココ時代に活躍した画家フランソワ・ブーシェ（1703-1770）に
よるボーヴェ製作所のタピスリー連作に関連付けられる下絵・素描についての総カタログの作成を試みるものである。
ブーシェは1734年から55年までの間に6つのタピスリー連作の下絵を提供しているが、それに関連する作品についての
包括的な研究は皆無であった。本研究では、油彩画114点、素描93点のデータを整理し、その成果としてブーシェがボ
ーヴェ製作所のために制作したタピスリー下絵と関連素描を初めてカタログ化することができた。またタピスリーデザ
イナーとしてのブーシェの経歴に関する新知見を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：The present research project aimed to compile a catalogue of the paintings and 
the drawings related to the tapestries after Francois Boucher (1703-1770), woven at the Beauvais tapestry 
manufactory. Boucher designed six tapestry series between 1734 and 1755 but his works related to these 
tapestry designs had not received much scholarly attention. Based on the observation and analysis of 114 
paintings and 93 drawings, I produced the first catalogue of the works of Boucher related to his Beauvais 
tapestries. As a result I could get several new insights into Boucher's career as a tapestry designer, 
and these ideas were presented as individual articles published during the research period.
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１．研究開始当初の背景 
研究開始の段階で、ブーシェの素描と絵画
のカタログ化を試みた研究はふたつあった。
第一に、アレクサンドル・アナノフとジョル
ジュ・ウィルデンシュタインによる絵画作品
のカタログ・レゾネ（1976）、第二に、アレ
クサンドル・アナノフによる素描に関するカ
タログ・レゾネ［第 1 巻のみ刊行］（1966）
である。両研究において、タピスリーに関連
付けられる絵画・素描については断片的に指
摘される程度であった。またこれらはいずれ
も刊行からすでに半世紀近くを経ており、そ
の情報は研究の現状に照らして多くの改訂
の必要があった。一方、ブーシェのタピスリ
ーについては、イーディス・スタンデン、ネ
ッロ・フォルティ＝グラッツィーニ、チャリ
サ・ブレメール＝デイヴィッドによるいくつ
かの個別的論考が挙げられるが、包括的に扱
った研究はこれまで存在しなかった。実際、
世界各国に所蔵されるブーシェのタピスリ
ーは断片的に公刊されるにとどまり、関連素
描や下絵については、種々の展覧会の作品カ
タログのなかで単発的に刊行されるケース
が多い。したがって、最新の研究に基づき、
ブーシェのタピスリーに関連付けられる絵
画・素描をカタログ化する取り組みは、これ
まで試みられていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、フランソワ・ブーシェに
よる、ボーヴェ製作所のタピスリーに関連付
けられる下絵・素描を網羅した総カタログを
作成することである。ブーシェはこの製作所
のために 6つのタピスリー連作を手がけ、合
計 40 点前後の下絵を提供した。それに基づ
き織られたタピスリーは、現在知られている
範囲で 440点近くにのぼる。本研究は、これ
らのタピスリーのために描かれた現存する
下絵と、タピスリーに関連付けられる絵画・
素描作品を網羅的に精査し、作品の主要な所
蔵先であるフランスを中心に可能な限り実
見調査を行い、タピスリー作品と関連付けな
がら詳細なデータを付したカタログを作成
するものである。一般にブーシェのタピスリ
ーに関連した作品研究は、絵画研究に比べて
立ち遅れており、この領域における基礎資料
を集成することも本研究の目的である。 
なお、ボーヴェ製作所のタピスリー関連作
品のカタログ化を試みる本研究は、ボーヴェ
製作所のタピスリーの下絵画家としてのブ
ーシェの制作活動に関する包括的な論考で
ある研究代表者の博士論文（『タピスリー・
デザイナーとしてのフランソワ・ブーシェ―
ボーヴェ製作所のための制作活動について』
2010 年度、東京藝術大学美術研究科後期博
士課程学位論文）の内容を補完・発展させる
ものでもある。 

 

 
 
３．研究の方法 
本研究は、ブーシェによるタピスリーの
下絵と関連素描のカタログ化を最終的な目
標とするため、研究方法は次の手順で行わ
れた。 
（1）カタログのデーターベース項目の作  
   成 
（2）作品の写真、画像収集 
（3）文献データの収集 
（4）作品所蔵先での調査 
（5）タピスリーとそれに関連付けられる
絵画・素描に関する検討 

（6）データの入力 
以上の作業を順次実施することが本研究
の主要な作業となる。カタログは国際的寄
与を考慮して、カタログはフランス語による
表記を行った。 

 
 
４．研究成果 
（1）中心となる成果（カタログ制作） 
 本調査により、フランソワ・ブーシェがボ
ーヴェ製作所のために手がけた 6つのタピス
リー連作に関連付けられる下絵（油彩画・グ
リザイユ・エスキス）114 点と素描 93 点の
データが、画像データとあわせてデジタル・
データとしてカタログにまとめられた。これ
によって、カタログ・レゾネをはじめとする
文献のなかで、これまで断片的に言及されて
きたこれらの作品が、改めてブーシェのタピ
スリーとの関連性のもとで一つにまとめら
れ、容易に参照・検索することができるよう
になった。このようなカタログ化されたデー
タは、画家のタピスリーの下絵制作プロセス
を理解する上で、基礎資料として高い有益性
を有している。 
本研究成果は、ブーシェ研究のみならず 18
世紀のタピスリー研究全般にとって重要な
基礎研究と位置づけられる。一般にタピスリ
ーをはじめとする装飾美術研究は、その分野
の少数の専門的研究者によって個別的に行
われ、絵画研究に通常適用される図像学的な
分析や様式的分析が適用されることは少な
い。しかし、装飾美術が絵画・彫刻と並び重
要性を有したロココの時代の美術史研究に
おいては、装飾美術の分野に本格的な美術史
研究の方法を適用することは確実に大きな
意義をもつものと考える。本研究は、そうし
た試みのための基礎作業となった。 
  
（2）ブーシェの下絵・素描に関する新知見 
 タピスリー下絵に関連付けられる作品を
調査する中で、いくつかの新知見を得ること
ができた。第一に、これまでタピスリー連作
のための準備素描とみなされてきた人物習
作について、同時期のブーシェの油彩画やパ
トロネージの関係からその人物モデルを特



定することができた。さらに、それによって、
ブーシェのタピスリー連作がどのような意
図で制作されたのかについての新たな見解
を提示できた。この成果は、2014 年に論文
「ブーシェのタピスリー連作〈高貴なパスト
ラル〉とポンパドゥール夫人―下絵と関連素
描に基づく考察」として執筆・公刊した。 
 第二に、タピスリー下絵の整理・検討を行
う中で、これまで看過されてきた下絵に描か
れた人物モティーフの選択に注目すること
で、ブーシェのタピスリー連作が画家自身そ
してボーヴェ製作所にとっていかなる目的
を持って制作されたものであったのかを検
討し、新たな見解を示すことができた。この
成果は、2015 年に論文「ブーシェのシノワ
ズリー―版画とタピスリーを中心に」として
執筆した。 
 第三に、ブーシェのタピスリーに関連する
作品考察を通じて、ブーシェが手がけたボー
ヴェ製作所のタピスリー連作と、この製作所
より格上のゴブラン製作所のためにタピス
リー下絵を提供していたライヴァル画家と
の競合関係について、これまでまったく指摘
されることのなかった知見を提示できた。こ
の成果は、2015年 12月に開催された国際シ
ンポジウム『フランスのタピスリー』にてフ
ランス語の口頭発表（François Boucher et 
les tapisseries de Beauvais : une approche 
dans le contexte de la rivalité avec la 
manufacture des Gobelins）によって発表さ
れた。なお、この成果は報告書として刊行さ
れる予定である。 
 第四に、ブーシェのタピスリー下絵に関す
るカタログ化の作業を通じて得られた個別
的成果は、ブーシェがボーヴェ製作所のため
に手がけたタピスリー連作に関する包括的
な研究書『ロココを織る―フランソワ・ブー
シェによるボーヴェ製作所のタピスリー』の
なかで組み込むかたちで執筆、2015 年に刊
行を予定している。 
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